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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期

第１四半期連結
累計期間

第76期
第１四半期連結

累計期間
第75期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （百万円） 17,042 17,887 72,229

経常利益 （百万円） 2,044 1,898 8,489

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,451 1,290 5,262

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,400 658 6,346

純資産額 （百万円） 54,131 58,617 58,545

総資産額 （百万円） 69,153 73,719 75,378

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 112.74 100.27 408.85

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.4 76.0 73.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営んでいる主な事業内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　ａ.経営成績

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、自動車用バックミラー販売数量の増加により17,887

百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて845百万円（5.0％）の増加となりました。

営業利益は1,813百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて40百万円（2.2％）の減少となりました。経常

利益は1,898百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて145百万円（7.1％）の減少となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は1,290百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて160百万円（11.1％）の減少と

なりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は、主力の自動車用バックミラー販売数量の増加により11,039百万円となり、前第１四半期連結累計期間に

比べて698百万円（6.8％）の増加となりました。営業利益は、開発関連費用の負担増などありましたが896百万円と

なり、前第１四半期連結累計期間に比べて57百万円（6.8％）の増加となりました。

 

②アジア

売上高は、タイ、中国における自動車用バックミラー販売数量の増加により4,260百万円となり、前第１四半期連

結累計期間に比べて433百万円（11.3％）の増加となりました。営業利益は、タイ、インドネシアにおける新工場稼

働による減価償却費の負担増もありましたが725百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて29百万円

（4.3％）の増加となりました。

 

③北米

売上高は、自動車用バックミラーの販売数量が増加したものの、円高による為替換算上の影響などにより2,587百

万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて286百万円（10.0％）の減少となりました。営業利益は、売上高の

減少などにより181百万円となり、前第１四半期連結累計期間に比べて126百万円（41.0％）の減少となりました。

 

 

　ｂ．財政状態

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、73,719百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,658百万

円減少いたしました。これは、現金及び預金が237百万円減少、受取手形及び売掛金が637百万円減少、有形固定資産

が253百万円減少、投資有価証券が181百万円減少したことなどによるものであります。

負債の残高は、15,101百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,731百万円減少いたしました。これは、主に支

払手形及び買掛金が755百万円減少、短期借入金が278百万円減少、未払法人税等が429百万円減少したことなどによ

るものであります。

純資産の残高は、58,617百万円となり前連結会計年度末に比べて72百万円増加いたしました。これは、主に利益剰

余金が1,033百万円増加、為替換算調整勘定が582百万円減少、その他有価証券評価差額金が123百万円減少したこと

などによるものであります。
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(2) 経営方針・経営戦略等

　ａ．経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ミラーシステム事業は近年、自動車メーカーの現地生産化の拡大に対応すべく海外拠点の拡充を図っております。

当連結会計年度は、連結売上高に占める海外向け売上高が39.6％と海外拠点の重要性が高く、今後も安定した収益確

保の為に設備投資が増加することが予想されます。また日本においては、電子ミラーなどの新製品・新技術に対する

研究開発関連費用も増加する傾向にあり、これらは当社グループの連結業績に重要な影響を与える要因と考えており

ます。

 

　ｂ．資本の財源及び資金の流動性

当社グループの事業活動における運転資金需要の主なものは、ミラーシステム事業部とオプトロニクス事業部によ

り構成される製造業に関わる原材料購入費及び製造経費、一般管理費等があります。また、設備資金需要としては各

事業における生産性向上並びに新技術開発を目的とした設備投資等があります。

当社グループは事業活動の維持拡大に必要な資金を安定的に確保するために、内部資金の活用及び金融機関からの

借入により資金調達を行っております。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は322百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,900,000

計 29,900,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,100,000 13,100,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数　100株

計 13,100,000 13,100,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 13,100,000 － 3,165 － 3,528

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

普通株式

229,100

－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

12,866,900
128,669 同上

単元未満株式
普通株式

4,000
－ １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 13,100,000 － －

総株主の議決権 － 128,669 －

（注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

　　　２　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社村上開明堂
静岡市葵区伝馬町11番地５ 229,100 － 229,100 1.74

計 － 229,100 － 229,100 1.74

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任監

査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,580 26,343

受取手形及び売掛金 9,836 9,199

電子記録債権 1,446 1,347

商品及び製品 1,098 1,064

仕掛品 906 832

原材料及び貯蔵品 2,102 1,969

その他 932 992

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 42,895 41,741

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,561 16,406

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,042 △7,119

建物及び構築物（純額） 9,519 9,287

機械装置及び運搬具 22,824 22,657

減価償却累計額及び減損損失累計額 △16,993 △17,147

機械装置及び運搬具（純額） 5,830 5,510

工具、器具及び備品 20,229 20,350

減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,794 △18,922

工具、器具及び備品（純額） 1,435 1,428

土地 5,483 5,468

リース資産 489 471

減価償却累計額及び減損損失累計額 △463 △446

リース資産（純額） 26 25

建設仮勘定 1,645 1,966

有形固定資産合計 23,939 23,686

無形固定資産 1,214 1,152

投資その他の資産   

投資有価証券 4,486 4,305

投資不動産 1,735 1,735

減価償却累計額及び減損損失累計額 △345 △345

投資不動産（純額） 1,390 1,389

退職給付に係る資産 387 392

繰延税金資産 335 322

その他 728 729

投資その他の資産合計 7,329 7,139

固定資産合計 32,483 31,978

資産合計 75,378 73,719
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,579 4,824

電子記録債務 1,676 1,852

短期借入金 2,135 1,857

未払法人税等 1,167 737

製品保証引当金 229 222

賞与引当金 891 1,286

役員賞与引当金 25 13

その他 3,425 2,865

流動負債合計 15,131 13,660

固定負債   

繰延税金負債 140 28

役員退職慰労引当金 827 797

退職給付に係る負債 296 247

資産除去債務 56 49

その他 381 318

固定負債合計 1,702 1,441

負債合計 16,833 15,101

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,165 3,165

資本剰余金 3,426 3,426

利益剰余金 46,675 47,708

自己株式 △240 △240

株主資本合計 53,027 54,060

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,753 1,630

為替換算調整勘定 828 245

退職給付に係る調整累計額 56 57

その他の包括利益累計額合計 2,638 1,933

非支配株主持分 2,879 2,623

純資産合計 58,545 58,617

負債純資産合計 75,378 73,719
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 17,042 17,887

売上原価 13,762 14,380

売上総利益 3,279 3,507

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 151 158

役員報酬 58 56

従業員給料 413 467

賞与引当金繰入額 105 123

役員賞与引当金繰入額 13 11

退職給付費用 21 17

役員退職慰労引当金繰入額 8 8

福利厚生費 99 108

旅費交通費及び通信費 85 89

減価償却費 66 81

その他 402 570

販売費及び一般管理費合計 1,426 1,694

営業利益 1,853 1,813

営業外収益   

受取利息 17 34

受取配当金 34 37

受取地代家賃 34 33

受取ロイヤリティー 30 7

為替差益 63 －

その他 30 39

営業外収益合計 210 151

営業外費用   

支払利息 4 3

賃貸費用 8 7

為替差損 － 53

その他 5 1

営業外費用合計 18 66

経常利益 2,044 1,898

特別利益   

固定資産売却益 3 0

特別利益合計 3 0

特別損失   

固定資産処分損 8 5

特別損失合計 8 5

税金等調整前四半期純利益 2,039 1,893

法人税等 465 447

四半期純利益 1,574 1,445

非支配株主に帰属する四半期純利益 123 154

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,451 1,290
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 1,574 1,445

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 135 △123

為替換算調整勘定 △313 △665

退職給付に係る調整額 4 1

その他の包括利益合計 △173 △786

四半期包括利益 1,400 658

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,280 585

非支配株主に係る四半期包括利益 120 72
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 756百万円 761百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 218 17.00  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 257 20.00  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計

 日本 アジア 北米 計

売上高       

外部顧客への売上高 10,341 3,826 2,873 17,042 － 17,042

セグメント間の内部売上高又は
振替高

626 195 0 821 － 821

計 10,968 4,021 2,874 17,863 － 17,863

セグメント利益 839 695 308 1,843 － 1,843

（注）　本邦以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

アジア：タイ、中国、インドネシア

北米　：米国、メキシコ

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,843  

「その他」の区分の利益 －  

セグメント間取引消去 123  

全社費用（注） △113  

四半期連結損益計算書の営業利益 1,853  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計

 日本 アジア 北米 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,039 4,260 2,587 17,887 － 17,887

セグメント間の内部売上高又は
振替高

811 243 0 1,055 － 1,055

計 11,851 4,504 2,587 18,942 － 18,942

セグメント利益 896 725 181 1,804 － 1,804

（注）　本邦以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

アジア：タイ、中国、インドネシア

北米　：米国、メキシコ

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,804  

「その他」の区分の利益 －  

セグメント間取引消去 141  

全社費用（注） △133  

四半期連結損益計算書の営業利益 1,813  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 112.74円 100.27円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
1,451 1,290

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,451 1,290

普通株式の期中平均株式数（株） 12,870,921 12,870,876

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月７日

株式会社村上開明堂

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　正　明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 角　田　大　輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社村

上開明堂の平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成３０年

４月１日から平成３０年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年６月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社村上開明堂及び連結子会社の平成３０年６月３０日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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